
























































事例数は住宅：154事例、「室」：515事例であった。床面積は 1.2~ 82.2m2、天井高は 1.5
~ 5.5m、容積は 2.5~ 252.9m¥使用人数は 1~ 6人であった。調壺事例の床面積、容積、






使用人数ごとの 1人あたりの容積を表 2に示す。 1人あたりの容積の平均値は、 1人
























































































































2.5 6. 2 8. 9 7. 7 5. 8 10.4 
標準偏差 12.8 19. 4 19. 3 1. 7 1. 2 4.0 








表 3 床面積による分析 天井高・容積・使用人数の平均値
床面積(m2) 事例数 天井高(m) 容積(m3) 使用人数
0-5未満 63 2.3 6.5 1.0 
5-10未満 117 2.3 17.7 1.2 
10-15未満 126 2.4 30.1 1.6 
15-20未満 60 2.4 41.4 2.0 
20-25未満 31 2.7 60.8 2.6 
25-30未満 32 2.6 69.6 3.0 
30-35未満 23 2.7 89.8 3.3 
35-40未満 19 3.0 113.1 3.2 
40-45未満 12 3.1 129.3 3.0 
45-50未満 14 3.2 150.4 3.3 
50-55未満 5 3.2 165.4 3.8 
55-60未満 5 3.1 176.2 3.8 
60-65未満 4 3.1 197.8 3.3 
65- 4 2.8 195.5 2.8 
全事例 515 2.5 46.6 1.9 
表 4 「室」の用途による分析 床面積・天井高・容積の平均値
床面積(m2)
リヒイング十 a (!）ピングのみ） 34.9(25.4) 







寝室＋ a （寝室のみ） 15.4(12.9) 2.4(2.4) 37.7(31.3) 平均値
n=l 13(97) 9.3(4.6) 0.3(0.3) 25.3(12.8) 標準偏差
えると 50m3より大きくなり、 35面を超えると 100m3を超えた。
図面上に記載されている「室」の用途は様々であったが、ここでは、「室」の用途の事例






れる。一方、寝室＋ aでは、床面積が 15.4m2、天井高が2.4m、容積が 37.7面と全事例の
平均値に近い。これは多くが寝室という 1つの用途で「室」がなりたっている（用途が寝
室のみは 97/113事例）ためと考えられる。
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図 5 寝室＋ aの分布
0.6、寝室＋ a:平均 2.4m／標準偏差 0.3)ぱ注目すべき点である。
3 -5.まとめ
今回の調査では、空間の高さ方向への広がりを持つ住空間とは、家族が利用する公的な



























1では、基準空間、比較空間ともに、床面の大きさは 3600X 3600 (8帖）の正方形とし、
天井高は 2400とした（単位 mm、以後同様とする）。実験 1-2では、基準空間、比較空間




間の天井高は 2488（基準空間の天井高に比べ＋ 88) となり、空間占有率が 14.58％の場合
は、比較空間の天井高は 2750(+ 350) となる。



























































































表 5 実験 1-1の結果
配置型 設定値 li回答値（平均） 標準偏差 t検定結果 p値 配置型 設定値 回答値（平均） 標準偏差 t検定結果 p値
8 -A 96 4 92 7 2.7 ＊＊ 0 00 16-A I 92.7 I  87.3 5.4 
＊＊ 0.00 
8-B 96 4 93.5 5.0 ＊ 0.02 16-B 92.7 93.2 7.1 0.79 
8-C 96.4 I 84.4 8.3 ＊＊ 0.00 16-C 92.7 67.7 14.9 ＊＊ 0.00 
8-0 96.4 85.9 6.3 ＊＊ 0.00 16-D 92.7 80.1 7 1 ＊＊ 0.00 
32-A 85.5 83.4 8.0 0.27 16-E 92.7 84.0 6.0 ＊＊ 0.00 
32-B 85.5 84.6 9.8 0.71 16-F 92.7 86.3 4.8 ＊＊ 0.00 
32-C 85.5 54.8 13.9 ＊＊ 0.00 1 6-G 92.7 69.8 9.9 ＊＊ 0 00 
32-0 85.5 I 72,0 15.9 ＊＊ 0.00 16-H 92.7 81.0 7.5 ＊＊ 0.00 
柱ーA
95., I  94.1 2.7 0.09 ＊＊＇・ 1％水準で有意差がみられたことを示す
柱ーB 95.1 73 4 12.9 ＊＊ 0.00 *': 5%水準で有意差がみられたことを示す
柱ーC 95.1 73.9 13.0 ＊＊ 0 00 _,：有意差がみられなかったことを示す
36 
表6 各配置型の壁面占有率
配置型 壁面占有率（％） 配置型 l壁面占有率（％）
8-A 10.68 16-A 21 35 
8 -B 11.20 16-B 22.40 
8-C 0 00 16-C 0.00 
8-D 5.08 16-D 10.16 
32-A 38.02 1 6-E 19.01 
32-B 26.04 1 6-F 13.02 
32-C 0.00 16-G 0.00 



















100 I  92.0 
100 92.3 
標準偏差」It検定結果 p値
5.6 * 0.00 
3.7 * 0.00 
9.7 * 0.00 
5.6 * i 0.00 
I  10.6 I  ＊＊ : 0 00 
14.S ＊ 0.03 
32-CI 100 




配置型 i I比較空間の天井高 配置型 比較空間の天井高
8-A 2894 32-A 3076 
8 -B 3115 32-B 3100 
8-C 4688 32-C 3921 
8-0 2828 32-D 3501 
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8-A I  94.0 92.7 + 1.3  B 94.3 93 5 +0.8 
8 -C 85.0 84.4 +0.6 
8 -D 88 8 85.9 +2.9 
32-A i 92.0 83.4 +8.6 
32-B 92.3 84.6 +7.7 
32-C 65.2 54.8 +10.4 


























注 1) 空間内に床・壁・天井などの境界によって区画された 3次元の領域である。






注 5) ここでは、「空間欠損の壁面占有率」を実験空間の 4側面壁に接している空間欠損の割合(%)と
定義した。計算式は、実験空間の 4側面壁に接している空間欠損の面積／実験空間の 4側面壁の面積 X
100。
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